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問 1 16進数 CAFEを 10進数に直しなさい。

解答例 基数が 16であることに注意して計算すると

CAFE(16) = 12× 163 + 10× 162 + 15× 161 + 14× 160
= 12× 4096 + 10× 256 + 15× 16 + 14× 1
= 49152 + 2560 + 240 + 14

= 51966

となる。したがって、16進数 CAFEは 10進数 51966である。

問 2 10進数 12345670を 16進数と 2進数にそれぞれ変換しなさい。

解答例 まず、10進数 12345670を 16進数へ変換する。

余り

12345670÷ 16 = 771604 · · · 6 = 6(16) ↑
771604÷ 16 = 48225 · · · 4 = 4(16) ↑
48225÷ 16 = 3014 · · · 1 = 1(16) ↑
3014÷ 16 = 188 · · · 6 = 6(16) ↑
188÷ 16 = 11 · · · 12 = C(16) ↑
11÷ 16 = 0 · · · 11 = B(16) ↑

上記の計算結果より、10進数 10940058は 16進数 BC6146である。さらに、テキストの 12ペー

ジの表 2.4を利用して 2進数へ変換すると (16進数 1桁は 2進数 4桁に対応する)

16進数 B C 6 1 4 6

2進数 1011 1100 0110 0001 0100 0110

となる。ゆえに、10進数 12345670は 2進数 1011 1100 0110 0001 0100 0110である。

【注意】この場合、2進数に直接変換するのは面倒である。



問 3 8進数 3027を 10進数に直しなさい。

解答例 基数が 8であることに注意して計算すると

3027(8) = 3× 83 + 0× 82 + 2× 81 + 7× 80
= 3× 512 + 0× 64 + 2× 8 + 7× 1
= 1536 + 0 + 16 + 7

= 1559

となる。したがって、8進数 3027は 10進数 1559である。

問 4 500の病室をもつA病院では、病室の番号として 001から順に 3けたの番号を割り当てて

いる。ただし、どのけたにも 4と 9の数字を使用しないことになっている。この病院の 125番目

の病室の番号を答えなさい。

解答例 下表のように 8進数に帰着して考えればよい (4と 9は使用しない)。

8進数 病院で使用される番号

0 0

1 1

2 2

3 3

4 5

5 6

6 7

7 8

10進数 125は、以下の計算より、8進数 175である。

余り

125÷ 8 = 15 · · · 5 = 5(8) ↑
15÷ 8 = 1 · · · 7 = 7(8) ↑
1÷ 8 = 0 · · · 1 = 1(8) ↑

したがって、上表より 1→ 1, 7→ 8, 5→ 6に対応することから、病室の番号は 186となる。



問 5 テキストの整数部の変換の仕組みの解説 (p.10)にならって、小数部の変換の仕組みにつ

いて 10進数 0.6875を例に挙げ解説せよ (0.6875(10)=0.1011(2))。

解答例 計算過程から得られる各掛け算の式
0.6875× 2 = 1.375 = 1 + 0.375,

0.375× 2 = 0.75 = 0 + 0.75,

0.75× 2 = 1.5 = 1 + 0.5,

0.5× 2 = 1.0 = 1

の両辺を 2で割ることで、
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2
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2
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2
+ 0.5× 1

2
,

0.5 = (1)× 1
2

= 1× 1
2

を得る。第 1式に第 2式, 第 3式, 第 4式を順に代入すれば
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= 0.1011(2)

となり、小数部が正しく基数変換されていることがわかる。



問 6 表 2.5の 8進数の掛け算表に習って、以下の 16進数の掛け算表を完成させなさい。

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 A B C D E F

1 1 2 3 4 5 6 7 8 9 A B C D E F

2 4 6 8 A C E 10 12 14 16 18 1A 1C 1E

3 9 C F 12 15 18 1B 1E 21 24 27 2A 2D

4 10 14 18 1C 20 24 28 2C 30 34 38 3C

5 19 1E 23 28 2D 32 37 3C 41 46 4B

6 24 2A 30 36 3C 42 48 4E 54 5A

7 31 38 3F 46 4D 54 5B 62 69

8 40 48 50 58 60 68 70 78

9 51 5A 63 6C 75 7E 87

A 64 6E 78 82 8C 96

B 79 84 8F 9A A5

C 90 9C A8 B4

D A9 B6 C3

E C4 D2

F E1



問 7 行列 Aの逆行列を求めなさい。

A =


0 1 0 2

3 0 4 0

0 5 0 6

7 0 8 0





問 8 次の不定積分を求めなさい。

I =

Z
x− 1

(x2 − x+ 1)2 dx


